
令和８年７月２９日１４時００分
近 畿 地 方 整 備 局

建設リサイクル推進の模範となる取り組みの募集を行います
～ 「近畿建設リサイクル表彰」応募期間は9月30日まで ～

建設副産物対策近畿地方連絡協議会では、平成22年度より「近畿建設リサイクル表彰」を

実施しています。近畿地域において建設リサイクルの推進を自主的かつ積極的に実施し、３

R（リデュース、リユース、リサイクル）の取り組みを充実させ、廃棄物などの循環資源が適正

・有効に利用・処分される「循環型社会」の構築や、カーボンニュートラル実現に対して有益

かつ、他の事業所等の模範となる取り組みを募集しますので、奮って、ご応募ください。

○募集期間 令和８年７月３０日（木）～令和８年９月３０日（水）

○募集対象 建設リサイクルに関する活動を応募時点で行っている取り組みを対象としま

す。また、工事については令和７年度以降竣工工事（令和8年度内竣工を含

む）又は応募時点で建設リサイクルに関する工事（工種）が完了（令和7年度

以降完了）している取り組みも対象とします。

※詳細につきましては、応募要領をご確認ください。

○表彰及び表彰式

・ 優れた取り組みには、（１）大賞、（２）奨励賞により表彰を行います。

・ 表彰式は令和9年2月上旬を予定。

○その他

・ 受賞された場合、近畿建設リサイクル表彰を評価対象項目とする総合評価落札方式の

工事において、加点の対象となります。

・ 応募要領、様式等は、建設副産物対策近畿地方連絡協議会ホームページからダウンロ

ードできます（https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/fukusan/index.html）。

＜取扱い＞

＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ

＜問合せ先＞ 建設副産物対策近畿地方連絡協議会事務局

近畿地方整備局 企画部 技術調査課 課 長 井上 貴嗣（内線３２５１）
いのうえ たか し

課長補佐 後藤 啓太（内線３２５２）
ご と う けい た

TEL：06-6942-1141（代表） 06-6942-3826（直通） FAX：06-6942-7825



募集広告

「近畿建設リサイクル表彰」は、近畿地
域において、建設リサイクルの推進を自
主的かつ積極的に取り組んでいる個人、
団体、又は事業所等に対し、建設副産物
対策近畿地方連絡協議会がその活動を賞
し、奨励することを通じ、３Ｒ（リデュ
ース・リユース・リサイクル）の取り組
みを充実させ、廃棄物などの循環資源が
適正・有効に利用・処分される「循環型
社会」構築の他、カーボンニュートラル
実現にむけた行動の輪を広げることを目
的とする表彰制度です。

応募開始

７月３０日（木）

応募締切

９月30日（水）
必着

主催：建設副産物対策近畿地方連絡協議会

令和７年度の大賞受賞者と活動テーマ

令和７年度の奨励賞受賞者

活動テーマ受賞者

ＣＯ２を大幅に削減可能としたT-
eConcrete の下水管渠施設への初の適
用

大成建設・村本建設・中林建設共同企業
体 寝屋川流域下水道門真守口増補幹線
（第２工区）下水管渠築造工事

受賞者部門

㈱香山組
加古川滝野大橋上流護岸他整備工事

発生抑制・
排出抑制部門

㈱新井組 （国）２５０号加古川ループ橋耐震補強・補修工事

金下建設㈱ 西舞鶴道路池内川橋Ｐ５橋脚工事再使用・
再生利用部門

戸田建設㈱ 新名神高速道路宇治田原トンネル東工事

㈱総環再資源化部門

西松建設㈱西日本支社 安威川流域下水道中央水みらいセンター
導水渠築造工事（R6-1）

㈲竜王興産



令和８年度近畿建設リサイクル表彰のスケジュール

７月３０日（木）
応募開始

～
９月30日（水）
応募締切必着

１０月
～１１月

１２月
審査委員会の開催

（予定）

令和９年
２月上旬
表彰式開催（予定）

※建設副産物対策近畿地方連絡協議会とは・・・

本協議会は、建設事業に伴い発生する建設残土や建設廃棄物の近畿圏域における計画的な利用促進に関
し、必要な協議及び情報の収集、交換等を行い、事業の円滑な推進に寄与することを目的に次の34機関か
ら構成されています。
近畿地方整備局、近畿農政局、第五管区海上保安本部、福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈

良県、和歌山県、京都市、大阪市、堺市、神戸市、（独）都市再生機構西日本支社、西日本高速道路㈱関
西支社、阪神高速道路㈱、（独）水資源機構関西・吉野川支社、地方共同法人日本下水道事業団近畿総合
事務所、本州四国連絡高速道路㈱ 、関西エアポート（株） 、(独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 北陸新
幹線建設局、（一社）福井県建設業協会、（一社）滋賀県建設業協会、（一社）京都府建設業協会、（一
社）、大阪建設業協会、（一社）兵庫県建設業協会、（一社）奈良県建設業協会、（一社）和歌山県建設
業協会、（一社）日本建設業連合会関西支部、（一社）日本道路建設業協会関西支部、（一社）建設コン
サルタンツ協会近畿支部、関西電力（株）、大阪ガスネットワーク（株）

募集の詳細はこちらをご確認ください→ https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/fukusan/index.html

●提出先及び問い合わせ先
建設副産物対策近畿地方連絡協議会 事務局
〒５４０－８５８６
大阪府大阪市中央区大手前３－１－４１ 大手前合同庁舎
近畿地方整備局 企画部 技術調査課 担当：後藤・鷲尾
電 話：０６－６９４２－１１４１（代）
ＦＡＸ：０６－６９４２－７８２５

本表彰では、下記①～④の推薦機関を通じた推薦方式
により候補者を募集します。
①建設副産物対策近畿地方連絡協議会の構成機関
②各府県産業廃棄物協会（産業資源循環協会）
③各府県解体業協会（組合）
④一般社団法人日本建築学会 近畿支部
※なお、①～④の機関からの自薦も可能。

審査委員会資料作成のため、候補者へのヒアリングや
現地確認を行います。

有識者及び行政代表委員による審査会の開催。

近畿地方整備局にて、表彰式を開催。



 

令和８年度 

近畿建設リサイクル表彰 

 応 募 要 領 
 
 
 

建設副産物対策近畿地方連絡協議会では、毎年、近畿地域で建設リサイクルに関する取り組みにおいて顕

著な実績を挙げている個人・団体・事業所等を表彰する「近畿建設リサイクル表彰」を実施しております。 

このたび、令和８年度の募集を致します。特に、従来から行われている建設リサイクル活動のみならず、

カーボンニュートラル等、新しい取り組みを実施して、他の模範となるような案件がございましたら積極的

な推薦をお願い致します。 

 
 
 

 
 

◇応募の締め切り：令和８年９月３０日（水）必着（厳守） 

 

◇審査スケジュール 

１．審査       ：令和８年１２月（予定） 

２．審査結果の通知  ：令和９年 １月中旬（予定） 

３．表彰式      ：令和９年 ２月上旬（予定・状況により中止等の場合あり） 

 

◇提出先 

メールアドレス ： kkr-recycle@mlit.go.jp 

 

◇問合せ先 

建設副産物対策近畿地方連絡協議会事務局 

〒５４０－８５８６ 大阪府大阪市中央区大手前３－１－４１ 大手前合同庁舎 

電話：０６－６９４２－１１４１（代）  ＦＡＸ：０６－６９４２－７８２５ 

近畿地方整備局 企画部 技術調査課  後藤・鷲尾 

 
 

 
 
 
 

主催 建設副産物対策近畿地方連絡協議会 

 



 

＜目  次＞ 

 
 
 
 

表彰制度の概要、応募方法等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

推薦一覧 様式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

推薦書 様式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

候補者の概要書 様式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

 

＜参考＞建設リサイクルの取り組みの例について・・・・・・・・・・・・・・・・５ 
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表彰制度の概要、応募方法等 
１．目 的 

近畿地域において、建設リサイクルの推進を自主的、かつ積極的に取り組んでいる個人、団体、又は事業所

等に対し、建設副産物対策近畿地方連絡協議会がその活動を賞し、奨励することを通じ、３Ｒ（リデュース、

リユース、リサイクル）の取り組みを充実させ、廃棄物などの循環資源が適正・有効に利用・処分される「循

環型社会」構築の他、カーボンニュートラル実現にむけた行動の輪を広げることを目的とします。 
 
２．主 催：建設副産物対策近畿地方連絡協議会 
 
３．募集対象 

循環型社会の形成に向け、近畿地域※１における建設リサイクルに関する実践活動、事業活動、教育啓発活動、

調査研究活動、その他これに類する活動に取り組む個人・団体・事業所等（以下、「候補者」といいます。）を

対象※２に、その取り組み※３が近畿地方における循環型社会形成やカーボンニュートラル実現に対して有益か

つ、他の事業所等の模範となる優れたものを対象とする。 
※１：近畿地域とは、福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、三重県の一部（伊賀・

名張市）を指す。 
※２：表彰の対象となる具体的取り組みの例は＜別紙２＞を参照。 

 ※３：建設リサイクルに関する活動を応募時点で行っているものが対象。〔工事〕については令和７年度以降竣

工工事（令和８年度内竣工を含む）又は応募時点で建設リサイクルに関する工事（工種）が完了（令和

７年度以降完了）しているものも対象とする。 
 ※４：〔一般〕については、〔工事〕以外のものを対象とする。 
 
４．賞の種類・部門 

  受賞者は、建設副産物対策近畿地方連絡協議会の各構成機関、各府県産業資源循環協会（産業廃棄物協会）、

府県解体業協会（組合）、一般社団法人 日本建築学会 近畿支部などから推薦のあった候補者のうち、次に設け

る表彰区分ごとに審査委員会にて選定する。 
（１）大賞 
（２）奨励賞（各賞の対象部門は、次のとおりです） 

部門の名称 対象分野 

発生抑制・搬出抑制

部門 
〔一般〕 
・発生抑制・搬出抑制の取り組み及び啓発活動等 
・発生抑制・搬出抑制に関する研究開発、教育啓発活動等 
〔工事〕 
・建設工事現場で取り組まれている発生抑制・搬出抑制の取り組み及び啓発活動等 

再使用・再生利用部

門 
〔一般〕 
・再使用・再生利用の取り組み及び啓発活動等 
・再使用・再生利用に関する研究開発、教育啓発活動等 
〔工事〕 
・建設工事現場で取り組まれている再使用・再生利用の取り組み及び啓発活動等 

再資源化部門 〔一般〕 
・再資源化の取り組み及び啓発活動 等 
・再資源化に関する研究開発、教育啓発活動等 
〔工事〕 
・建設工事現場で取り組まれている再資源化の取り組み及び啓発活動等 

※〔工事〕分野の取組みにおいて単体及び JV で元請けとして受賞された場合、近畿地方整備局の工事発注時

の総合評価落札方式において、加算点があります。詳細は、各工事の入札公告をご覧ください。 
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５．募集方法 

本表彰では、下記①～④の推薦機関を通じた推薦方式により「３．募集対象」に定める候補者を募集します。 
①建設副産物対策近畿地方連絡協議会の構成機関 
②各府県産業資源循環協会（産業廃棄物協会） 
③各府県解体業協会（組合） 
④一般社団法人日本建築学会 近畿支部 
 
※１ ①～④の機関からの自薦も可能。 
※２ 「研究開発、教育啓発活動等」については、①～④の推薦機関の推薦によらない個人又は個別団体か

らの自薦も可能とします（大学等研究機関、研究者による自薦）。 
※３ 有識者と工事業者の連名応募も可能とします。 

 
６．応募の方法 

（１）提出書類 
推薦機関は、この応募要領に定める様式により、①推薦一覧、②推薦書（候補者１件につき１通ずつ作成）、

③候補者の概要書（候補者に作成を依頼し、内容を確認して下さい）を提出して下さい。併せて、活動の様

子がわかる写真、参考資料（パンフレット等）を添付して下さい。提出書類の様式等は下表をご参照下さい。 
この応募要領（Microsoft word形式）は建設副産物対策近畿地方連絡協議会ホームページ（下記のURL） 

の近畿建設リサイクル表彰のコーナーからダウンロードできますのでご利用下さい。 
https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/fukusan/index.html 

 

提出書類 
書類の 

作成者 
記入様式 提出方法 

①推薦一覧 推薦機関 ６ページ 
 

■提出物 
・ＰＤＦデータ 
（紙原本の提出は不要） 

 
 
■提出方法 
・メールでの提出 
（容量は14ＭＢ程度） 
 

②推薦書（１件の候補につき１通ずつ作成し、候補

者の概要書を添付して下さい） 
 

７ページ 

③候補者の概要書※ 
 

個人・団体・事業所等 
【様式】 

候補者 ８～１３ 
ページ 

④活動内容の資料 
 （写真、パンフレット等） 

候補者 任意 

自薦する場合は、③と④のみを提出して下さい。 
※１ 提出資料の審査の際、取り組み内容確認のための追加資料の依頼や取り組み現場の視察を行う場合があります。 

※２ 研究開発に関する取組みについては、論文等 研究内容が分かるものを添付してください。 

 
（２）応募期限：令和８年９月３０日（水）必着（厳守） 
 
（３）応募先：メールアドレス ： kkr-recycle@mlit.go.jp 
 
（４）応募に関する問合せ 

建設副産物対策近畿地方連絡協議会事務局 
〒５４０－８５８６ 大阪府大阪市中央区大手前３－１－４１ 大手前合同庁舎 
         電話：０６－６９４２－１１４１（代）  ＦＡＸ：０６－６９４２－７８２５ 
近畿地方整備局 企画部 技術調査課 後藤（内線3252）・鷲尾（内線3281） 
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７．推薦に当たっての注意事項 

①推薦する際には、必ず事前に候補者の承諾を得て下さい。 
②推薦機関は、候補者に法令違反や係争・紛争、その他表彰対象者として相応しくない事項が無いかを確認の

うえ推薦して下さい（推薦書のチェック項目をご活用下さい）。 
なお、チェック項目が全てクリアされている候補者であっても、審査において受賞者として不適当と判断さ

れることがあります。 
③過去に受賞した候補者を同じ取り組み内容で繰り返し推薦することはご遠慮下さい。過去受賞時とは別の取

り組みであれば推薦可能です。なお、過去に受賞した企業の別の事業所、あるいは過去に受賞した建設会社

や共同企業体が行う別の工事等は別の候補者と見なします。 
また、過去受賞時の延長線上にある取り組みであっても、その後の拡大・発展が著しく上位賞の候補にな

ると判断した場合は推薦可能です。その場合は、過去受賞時から拡大・発展したポイントについて、候補者

の概要書の「３．本表彰における過去の受賞歴」欄に記載して下さい。 
④推薦機関は審査結果等については責任を負わないものとします。 

 
８．審 査 

建設副産物対策近畿地方連絡協議会に「近畿建設リサイクル表彰審査委員会」を設置し、別紙１に定める「審

査基準」に基づき、応募案件の審査を行います。 
 
９．結果の通知 

推薦機関に結果（入賞内定または選外）通知を送付した後、入賞の内定した推薦者に通知を送付します。 
※１月中旬（予定） 

 
１０．表 彰 式 

令和９年２月上旬（予定・状況により時期の変更や中止の場合もございます。） 
 
１１．個人情報の取り扱いについて 

   入賞案件は、建設副産物対策近畿地方連絡協議会ホームページ上で紹介致します。 

  また、入賞者の承諾を得た上で、今後ＰＲ等に活用させていただくことがあります。 

推薦書、候補の概要書等に記載された個人情報は、本表彰の実施に関連する用途以外には使用いたしません。 
 
１２．募集から表彰までの流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③推薦の承諾 ②推薦の確認 

  
 
 
  
  
 

推薦機関 
 

候 補 者 
建設リサイクルに取り組む 
個人・団体・事業所等 

推薦機関 
 

審査委員会 

⑤審査 

建設副産物対策 

近畿地方連絡協議会 

①推薦依頼（募集）

④候補者の推薦 

受 
 

賞 
 

者 

⑥結果通知 
⑦表 彰 

⑥結果通知 

技術開発研究部門 
応募者 

④’ 応募者自薦 

④’ 応募者自薦 

⑥’ 結果通知 
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＜別紙１＞ 

 

審 査 基 準 
・建設リサイクルの顕著な実績を上げている取り組みを行っている個人、団体、事業者等に対して次の事項で評

価します。なお、審査にあたっては、対象品目における実績数量の多寡のみによらず、少量であっても、建設

リサイクルの「質」も重視します。 
 

評価項目 具体的な評価事項 

リサイクル率、量または質の向上、発生抑制 
 継続期間 同一の建設リサイクルに対する取り組みの継続性を評価する 

 対象品目・量または質の実績、活動の

効果 
対象品目の範囲・対象量の実績、及び取り組みにより得られた効

果（発生抑制、省資源・省エネ効果、環境保全効果、温室効果ガ

スの発生抑制、カーボンニュートラル、サーキュラーエコノミー

等への貢献等）を評価する 
※少量であっても、質的に優れた内容であれば評価する 

 地域性 近畿の特性を踏まえた活動を評価する 

 活動頻度 
 

活動頻度を評価する 

 独創性・先鞭性 
 

独創性・先鞭性（製品、技術等の開発を含む）を評価する 

 波及効果、啓発効果 
 

他社の建設リサイクルへの取り組みに与えた効果を評価する 

 その他評価 
 

当該主体の特性、その他を評価する 

※評価の対象とならない取り組みの例 
・既に近畿地方で普及し、標準的工法として採用されている技術またはそれに類する技術による取り組み 
・ＩＳＯ、エコアクション２１等既に普及している環境・品質管理基準等による取り組み 
・３Ｒに貢献しない取り組み 
・取り組みによる効果を数値又はその他資料で確認できない取り組み 

 

・本賞を表彰後、次のような事実が判明した場合、主催者はその表彰を取り消すことができます。 

□表彰対象が、違法行為などにより社会的に著しい損害を与える場合。 

□表彰対象が、本制度の趣旨に著しく反する事項に該当すると認められる場合。 
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＜別紙２＞ 
建設リサイクルの取り組みの例について 

※１．各部門の取り組みを組み合わせて実施した場合の応募も可能です。ただし、推薦部門には主たる部門（１

部門のみ）を記載してください。 
※２．各事例は、あくまで事例であり、合致した場合に必ず受賞できるという事ではありません。 

１．発生抑制・搬出抑制部門 

住宅・社会資本をつくる時に使う資源の量を少なくすることや廃棄物の発生を少なくすること等をいう。 
２．再使用・再生利用部門 

使用済み製品やその部品等を繰り返し使用することや、廃棄物等を原材料やエネルギー源として有効利

用することをいう。 
３．再資源化部門 

資源循環と環境負荷への低減を目指し、建設産業廃棄物を再生利用するために再資源化施設で再生する

ことをいう。 

 取り組みの例 

① 設計における工夫 

・将来の建設計画を見据え、掘削残土を構内に埋立用として運搬・盛土する提案を行うことより、建設発

生土の場外搬出を抑制 
・現場着手前にBIM/CIM技術を活用し廃棄物の発生抑制（仮設構造を変更して端材や金属くず低減等） 

 
② 施工方法における工夫 

・狭隘敷地の工事において、山留壁を型枠として利用し、発生土の抑制及び型枠材を削減に貢献 
・内空断面を最適化して掘削断面を縮小し、掘削土量を低減 
・従来行っていた現場納入時の建設資材への包装や梱包などを、実施しない旨を協力会社と調整 
・処分予定だったコンクリートガラを袋詰玉石として護岸工事への利用を提案・実施 
・軟弱地盤対策の杭材料に、１００％コンクリート製の再生砕石を使用 
・工事で発生した建設汚泥の再資源化を図り、土地造成事業の埋め立て用資材として再利用 
・低炭素型の建設資材の利用を提案・使用 
・伐木材・除根材を処理し、処理したチップ材を濁水濾過処理のフィルター材や植生基材吹付として活用 
・自然由来の重金属等を含む発生土等を、合理的な対策を行って工事に再利用 
・中間処理施設が近傍にない工事現場内で発生したコンクリートガラを袋詰玉石として護岸工事に利用 

 
③ 研究開発における工夫 

・建設発生土の品質を改良する技術開発を行い、安価な現場改良を行うことで、現場内利用を図り、品質

が合わない事による課題を解決 
・県内で発生する杉皮･浄水汚泥･梅加工後の残渣を利用し、吹付工法に用いる土及び吹付助剤を開発 
・溶融しにくいアスファルトを含む混合廃材について、混合物用材料とする新しいリサイクル技術を確立 
・下水溶融スラグと廃瓦を用いた再生路盤材を開発 
・建設廃棄物のリサイクルにおいて、従来のコスト比較ではなく、新材と再生材それぞれで発生する環境

負荷を環境影響評価手法により考慮し、コストベースに換算して比較するモデルを開発 
・（近畿地方の課題である）建設系混合廃棄物等を原料とする高付加価値のフォーミング抑制剤を製造 
・（和歌山）県内で発生する梅加工後の残渣を利用し、吹付工法に用いる土及び吹付助剤を開発 

 
④ 啓発活動における工夫 

・再生砕石の利用促進・新材砕石の利用縮減を図るため、インターネット･ホームページにストック状況を

品種毎に毎月公開 
・児童や学生への環境教育の一助となる取組みとして、建設リサイクルに係る出前講座（呼称：リサイク

ルスタディ）を継続的に実施 
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（推薦機関で作成） 

 
 
 
 
 

令和８年度近畿建設リサイクル表彰制度 

推 薦 一 覧 

 
 

令和８年  月  日 
 
 

推薦機関名：                                 
 
 
 

推薦部門 

〔分野〕 

候 補 者 名 

（連名による候補の場合は、同じマスに名前を列記して下さ

い） 

本表彰制度における 

過去の受賞実績 

○○部門※１ 
 
〔○○〕※１ 

 

「○○○工事：□□□建設(株)」 ※（民間工事の場合は契約書添付） 

※２〔工事〕分野での応募の場合は上段に工事名と受注者名を記載して下さい。 
 

 

 
 

○○部門※１ 
 
〔○○〕※１ 

 

「○○○工事：□□□建設(株)」 ※（民間工事の場合は契約書添付） 

※２〔工事〕分野での応募の場合は上段に工事名と受注者名を記載して下さい。 
 
 

 
 

 ※１ 応募部門には、「発生抑制・搬出抑制部門」または「再使用・再生利用部門」、「再資源化部門」を記入し、

対象分野には〔一般〕または〔工事〕のどちらかを記載してください。 
※推薦（自薦）部門については、事務局の事前確認又は審査委員会の審議において変更を依頼する場合があり 
ます。（例：再使用・再生利用部門 → 再資源化部門 ） 
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（推薦機関で作成） 

 
 

令和８年度近畿建設リサイクル表彰 
推  薦  書 

 
令和８年  月  日 

建設副産物対策近畿地方連絡協議会 御中 
 

（推薦機関名）           
（役職・氏名）         印 

 
 
建設リサイクル表彰の候補として下記の者を推薦します。 

 
記 

 
１．候補者名（連名による候補の場合は、名前を列記して下さい。） 

 

 
 
２．推薦部門 〔           〕部門  〔対象分野：一般・工事〕※１ 
   ※１ 応募部門には「発生抑制・搬出抑制部門」または「再使用・再生利用部門」、「再資源化部門」を記

入し、対象分野には〔一般〕または〔工事〕のどちらかを選択してください。 
 
３．推薦機関の連絡先等 

推薦機関名 

 

 
 

住所 

 

（〒   ―    ） 
 

記 

入

担

当

者※ 

氏  名  
所属部署  
電  話  
ＦＡＸ  
Ｅ－ｍａｉｌ  

※この推薦の件に関する連絡・問い合わせ等に対応できる人を記入して下さい。 

※電話又はＦＡＸ等については、誤りの無いよう正確に記入ください。 

 
４．推薦機関における候補の選定方法（例：担当部署又は審査会設置による選定、等） 
〔                                         〕 
 
５．コンプライアンス等に関するチェック 
上記候補者の推薦に当たり、以下の事項を確認し、該当する場合は□欄にチェックマーク()を付けて下さい。 
○候補者に法令違反の事実は無い・・・・・・・・・・・・・・・☐ 
○係争・紛争等の問題は無い・・・・・・・・・・・・・・・・・☐ 
○その他受賞者として相応しくない事項は無い・・・・・・・・・☐ 

注）これらの項目が全てクリアされている候補者であっても、審査において受賞者として不適当と判断されることがあります。 
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（候補者が作成し推薦機関に提出） 

 
 

候補者の概要書 
１．候補者の名称、連絡先等 

①候補者名※１ 

（個人・団体・事業所等の名称） 

（ふりがな） 

「○○○工事：□□□建設(株)」 ※〔工事〕分野での応募の場合に記載 

（ふりがな） 

 
（個人の場合この欄に押印）印 

②代表者役職・氏名 

（団体・事業所の場合のみ） 

（ふりがな） 

 
印 

③連絡担当者の所属部署・役職・ 

氏名（団体の場合のみ） 

（ふりがな） 

 

④連絡先 

 

住 所：（〒   ―    ） 
 
電 話： 
ＦＡＸ： 
E-mail： 

※１ 表彰状はこの欄に記載された名称により作成しますので、正確にご記入下さい。 

 
 
（連名による応募の場合、もう１者の名称・連絡先等を記入し各者押印して下さい。３者以上の連名の場合は、

記入欄を適宜追加して下さい） 

①候補者名※１ 

（個人・団体・事業所等の名称） 

（ふりがな） 

「△△△工事：◇◇◇◇建設(株)」 ※〔工事〕分野での応募の場合に記載 
（ふりがな） 

 
（個人の場合この欄に押印）印 

②連絡担当者の所属部署・役職・ 

氏名（団体の場合のみ） 

（ふりがな） 

 

③連絡先 住 所：（〒   ―    ） 
 
電 話： 
ＦＡＸ： 
E-mail： 

※１ 表彰状はこの欄に記載された名称により作成しますので、正確にご記入下さい。 

様式 



 9

２．建設リサイクル活動の実施内容 

今回、推薦を受ける建設リサイクル活動の内容について記入して下さい。なお、記入欄の大きさが足りない場

合は、適宜拡げて下さい。 
注）審査では４ページ「審査基準」に示す項目について評価します。これらの項目を評価できるように、以下の記入欄は漏れなく

ご記入をお願いします。なお、該当しない項目については「該当なし」と記入してください。 

①活動テーマ名 今回、推薦を受ける建設リサイクル活動の内容を端的に表すテーマ名を、５０文字以内で

簡潔に記入して下さい。表彰状はこの欄に記載された名称のとおり作成します。 

 
（記入例：「○○に再生材を○％使用」等） 

②活動の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動テーマに沿って、建設リサイクル活動の概要を 1,000 字程度で記入して下さい※２。

また、活動の様子が分かる写真等（デジタルデータまたはプリント）があれば添付して

下さい。 
 
 

※２ 過去の受賞者の活動概要（表彰結果発表資料）が建設副産物対策近畿地方連絡協議会（下記の URL）の近畿建設リサイ

クル表彰のコーナーからダウンロードできますので、記入の際の参考にして下さい。 

https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/fukusan/index.html 
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③建設リサイクル

活動の区分 

 

 

 

 

 

実施している活動の区分について、下記の該当するものに○を付けて下さい（複数選択

可）。下記のリデュース・リユース・リサイクルのどれに該当するか判断が付きにくい

場合は、５ページの「取り組みの例」を参考にして下さい。 
リデュース リユース リサイクル 啓発普及等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

④活動開始時期・

継続年数 

 

建設リサイクル活動を開始した年月及び継続年数を記入して下さい。 
 
 

⑤対象品目・量等ま

たは質の実績 

建設リサイクル活動の対象品目毎に、過去３年間にリデュース・リユースまたはリサイ

クルした量、縮減率の実績、カーボンニュートラルやサーキュラーエコノミーに関する

実績を記入して下さい（重量、体積、面積の単位は適宜変更可）。 
 また、それぞれ根拠となる資料を添付してください。 
※〔工事〕分野での応募の場合は、当該工事における対象品目及びその実績（重量、体

積、面積、縮減率等）のみを記載してください。 
＜リデュース＞ 

年度 

品目 

Ｒ５年度 

 

Ｒ６年度 

 

Ｒ７年度 

 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

縮減率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

縮減率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

縮減率   ％ 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

縮減率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

縮減率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

縮減率   ％ 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

縮減率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

縮減率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

縮減率   ％ 

  縮減率＝ 縮減量 / 当初数量 *100 

＜リユース＞ 
年度 

品目 

Ｒ５年度 

 

Ｒ６年度 

 

Ｒ７年度 

 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再使用率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再使用率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再使用率   ％ 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再使用率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再使用率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再使用率   ％ 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再使用率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再使用率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再使用率   ％ 

  再使用(再生利用)率= 再使用(再生利用)量 / 発生量（もしくは当初使用量） *100 
＜リサイクル＞ 

年度 

品目 

Ｒ５年度 

 

Ｒ６年度 

 

Ｒ７年度 

 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再資源化率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再資源化率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再資源化率   ％ 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再資源化率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再資源化率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再資源化率   ％ 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再資源化率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再資源化率   ％ 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

再資源化率   ％ 

  再資源化率= 再資源化量 / 発生量 *100 
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⑤対象品目・量また

は質の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リサイクルの 

質の向上 

取り組み実績 

取り組みの内容 取り組み量など 

カーボン 

ニュートラル 
 

 

 

 

 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

 

 

 

 

 

 

サーキュラー 

エコノミー 
 

 

 

 

 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

 

 

 

 

 

 

その他  

 

 

 

 

 

 

ｔ,ｍ３,ｍ２ 

 

 

 

 

 

 
 

⑥活動地域の範囲、

他の建設リサイ

クル活動主体や

他地域との連携

協力、地域密着性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設リサイクル活動の実施地域の範囲、建設リサイクル活動の主体、地域や他地域との

連携や協力があれば記入してください。また、地域の特性を生かした活動や廃棄物問題

を踏まえた活動があればその内容を記入してください。 

⑦活動の頻度 

 

 

 

 

 

 

建設リサイクル活動の実施頻度を記入して下さい。 

⑧独創性・先鞭性 

 

 

他にあまり例のない独創的な建設リサイクル活動や、他に先駆けた先進的な取り組みを

行っている場合は、その内容と理由を記入して下さい。 
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⑨啓発発活動の取

組みや他団体へ

の波及効果 

 

 

 

 

 

 

 

建設リサイクルに関する啓発活動を行っている場合は、実施内容と成果を具体的に記入

して下さい。また、その活動が他団体等に与えた波及効果があれば、具体的に記入して

ください。 
 
 
 
 
 
 
 

⑩他の企業等の 

協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の企業等（納入業者・下請け企業・廃棄物処理業者・リサイクル業者等）の協力を得て

建設リサイクル活動を行っている場合、以下を記入して下さい。 
 
（ａ）協力を得ている内容を記入して下さい。 

協力企業の業種 協力を得ている事項 

 
 

 
 

 
 

 

 

（ｂ）協力企業における自社発生物のリサイクル状況の把握、並びに協力企業に対する

支援等を行っている場合は、その内容を記入して下さい。 
 
 
 
 
 

⑪その他活動の 

工夫やアピール 

 

 

 

 

 

 

 

上記以外に特に工夫・努力している点、アピールしたい点があれば記入して下さい（環境

保全効果等への貢献等を含む）。 
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３．本表彰における過去の受賞歴 

過去に本表彰制度で賞を受けたことがある方は、次の項目をご記入下さい。 

受賞年度 

賞の種類 

 

大賞・奨励賞※ 

受賞した建設リサイクル活動の内容 

（該当する方に○を付けて下さい） 過去受賞時の団体が現

在と異なる場合、当時の

名称を記入して下さい 

（Ａ） 

今回の応募内容に関連

したテーマの活動 

（Ｂ） 

今回の応募内容とは 

別テーマの活動 

     

     

     

※過年度までの会長賞・優秀賞を含む。 
 
上記で（Ａ）に○を付けた方は、前回受賞時から進展したポイント（例：活動内容の広がり、活動レベルの向

上、建設リサイクルの実績量の増加、活動地域の拡大等）について、下記の例を参考に具体的にご記入下さい。 
（記入例） 

 過去（  年度）受賞時の活動内容 今回推薦を受ける活動内容 

建設リサイクル

活動の内容（進展

したポイントが

分かるように対

比） 

  

建設リサイクル

対象品目につい

て 

 

 

  

建設リサイクル

の実績量につい

て 

 

 

 

  

活動の実施地域 

について 

 

  

活動の参加者数 

について 

 

  

活動の質的な 

向上について 

 

  

上記以外の進展

事項、アピールポ

イント 

 

 

 


